
 

図２ 実験で取得した２次元画像 
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研究背景 大型建造物の保守管理をより効率的に行うために,物質内部の情報を非破壊で迅速にイメ

ージングする技術の高度化が必要である.我々は被写体の片側にX線源と検出器を配置する後方散乱X

線イメージング法を提案している[1].従来の後方散乱 X 線イメージング装置ではペンシルビーム X 線

を二次元スキャンして画像を得ているが,本研究で提案しているシステムでは,スキャンの高速化を図

るためファンビーム X 線を用いる．ファンビーム X 線に直交する平行平板コリメータを多数枚（マル

チスリット）用いて後方散乱 X 線の飛来方向を限定することで X 線の 1 次元プロファイルを取得し,

ファンビームの 1 次元スキャンにより二次元画像を得る.マルチスリット間には，X 線検出素子として

幅 1 mm×長さ 50 mm×厚さ 5 mm の CWO（タングステン酸カドミウム）シンチレータを挟んでいる． 

光信号読み出し方法の改良 コンクリート構造物の実スケールモデルを撮影するため，検出器の幅を

これまでの 7 cm から 20 cm へ拡大する改造を行った.シンチレータは 37 枚から 100 枚へ増やした．従

来は CWO 素子の端面を高感度 CCD カメラで撮影して各シンチレータ素子の発光量を計測していたが，

検出器システム全体を小型化しつつ，シンチレーション光の輝度向上を図るため,各シンチレータに光

ファイバーを接続してファイバー束終端をカメラで撮影する方法を試みた.本手法を適用した検出器

を試作し,後方散乱 X 線を用いた撮影実験を行った.X線源には管電圧 450 kV の X 線管を用い,図１に

示す鉄筋を挿入した

コンクリートブロッ

クを被写体としてス

キャンし２次元画像

を得た.図２に示すよ

うに,かぶり深さ 2 cm

と 3 cm に挿入した鉄

筋をそれぞれ画像内

に確認した. 

[1] 豊川他、第 77 回応用物理学会秋季学術講演会、平成 28 年 9 月 16 日、東工大 

←被り深さ 2 cm 

←被り深さ 3 cm 

 

図１ 被写体 

スキャン範囲 
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